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数値目標の進捗状況と今後の方向性について 

基本 
方針 

指標（目標年度： 
令和 2 年度） 

目標 
数値 

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 ２年度 
 

現状分析と今後の方向性 

1 

地域にお

けるスポ

ーツ・レク

リエーショ

ン活動の

振興 

週１回以上スポーツを

する市民の割合 
７０%以上 ４６．８％ ４８．６％ ４７．２％ ５１．４％ ５１．５％ ４４．６％ ６７．１％ ６７．７％ ７１．９％ ６８．５％ 

 

【現状分析】※詳細は別紙１（表１－１、１－２）のとおり 

○ 令和２年度市民意識調査で｢週１回以上スポーツを行う｣と回答した市民の割合は６８．５％（前年比△３．４％）

であり、これは全国調査の５９．９％（前年比＋６．３％）を上回っている。 
 
○ 令和２年度市民意識調査の結果を年代別に分析すると、別紙１表１－１のとおり、全世代の中で最も低いのは

３０歳代の５５．６％であり、最も高いのは１０歳代の７９．１％である。週１回未満の方のスポーツの実施を妨げて

いる要因については、別紙１表１－２のとおり、全体では「時間がとれない」が最も高くなっている。 
 
○ 令和２年度市民意識調査で｢健康のために１日３０分以上歩いている｣と回答した市民（７０歳以上）の割合は、

男性７１.５％（前年比＋１０.０％）、女性５６.３％（前年比△３.４％）であった。 

【今後の方向性】 

○ 市民が気軽にスポーツに親しむことのできる機会の提供と環境づくりを進めるとともに、広報紙等を活用して、

過大な負荷をかけずとも日常の中で楽しみながら体を動かすことも含めてスポーツであることを周知し、日常生

活の中にスポーツを取り込み、習慣化するきっかけづくりに取り組む必要がある。 
 
○ 特に仕事や育児が忙しい３０代に対し、通勤時や買い物時などの時間を活用したウォーキングや階段昇降など

に取り組むよう働きかける必要がある。 
 
○ 「高齢者いきいき活動ポイント事業」等を効果的に活用し、高齢者が地域との関わりを持ちながら、健康づくりや

介護予防に主体的に取り組めるよう支援する。 

併せて、新型コロナウイルス感染症の影響により、積極的な外出やグループ活動が実施しにくい環境であっ

ても、自宅で取り組める健康体操や個人で取り組めるウォーキング等の普及啓発に継続して取り組む。 

３０分以上健康のため

に歩く７０歳以上の割

合 

男６６％ 

女５６％ 

男５７.９％ 

女４７.９％ 
－ － － － 

男６９.２% 

女６０.８% 

男６６.５% 

女６６.１% 

男６８.２% 

女６６.３% 

男６１.５% 

女５９.７% 

男７１.５％ 

女５６.３％  

2 

学校にお

ける体育・

スポーツ

の充実 

全国体力・運動

能力、運動習慣

等調査（高等学

校は新体力テス

ト）の結果にお

いて広島市の平

均値が全国の

値以上となる種

目の割合 

小学

校 

８種目

中、７種

目以上 

― ５．５種目 ６種目 ５種目 ５．５種目 ５．５種目 ４種目 ４種目 ４．５種目 ― 
 【現状分析】 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査は中止 

【今後の方向性】 

○ 小・中学校においては、教員を対象とした実技研修会等の実施や、体力向上推進校の指定等、引き続き、体

力向上に向けた施策に取り組む必要がある。 
 
○ 高等学校においては教員を対象とした研修会等の実施や、専門的技術指導力を備えた指導者の派遣等、引

き続き、体力の向上に向けて取り組む必要がある。 

中学

校 

９種目

中、７種

目以上 

― ５種目 ６種目 ５．５種目 ７種目 ５．５種目 ６．５種目 ５．５種目 ５．５種目 ― 
 

高等 

学校 

９種目

中、７種

目以上 

５．３種目 ５．５種目 ５．３種目 ５．８種目 ４．７種目 ３．３種目 ３種目 ４．８種目 ５種目 ― 
 

3 
競技力の

向上 

国民体育大会に出場す

る広島県選手に占める

広島市選手（ふるさと選

手を含む。）の割合 

６５％ 

以上 
４７．７％ ５７．５％ ５５．５％ ５７．７％ ５４．６％ ４９．７％ ５２．４％ ５１．０％ ５１．６％ ― 

 

【現状分析】 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度の国民体育大会は中止 

【今後の方向性】 

○ 広島県の取組と連携を深め、ジュニア選手の発掘・育成を推進するとともに、ジュニア選手医科学サポートを積

極的に活用し、国体出場選手に対するサポート体制を強化する必要がある。 

4 

まちの活

力創出に

向けたス

ポーツの

振興 

トップス広島に加盟す

るチームの試合を年１

回以上会場で観戦し

た市民の割合 

５０％ 

以上 
３７．２％ ３７．１％ ３７．０％ ３９．８％ ４１．７％ ４３．２％ ４３．８％ ４６．３％ ４３．９％ ２５．９％ 

 

【現状分析】※詳細は別紙１（表２）のとおり 

○ 令和２年度の観戦率は２５．９％（前年比△１８．０％）であった。これは、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る試合数の減少や観客数の制限等が影響したと考えられる。 
 

○ また、年代別に分析すると、１０歳代が全世代の中で最も低く、１４．０％であり、２０歳代が全世代の中で最も高

く、３０．３％である。最も減少しているのは、１０歳代で前年比△３７．５％である。 
 

○ チーム別ではカープが２３．２％で最も高く、サンフレッチェが５．６％、ドラゴンフライズが１．９％と続いている。 

【今後の方向性】 

○ 国際大会の開催・誘致などにより、市民のスポーツに対する関心を高めるとともに、カープとサンフレッチェ以外

のトップス広島加盟チームの試合観戦を促進する取組を進める必要がある。 

 


